
第 14 回新型コロナウイルスに関わる対策本部会議記録

１ 開催日時 令和２年３月 18 日（水） 午後３時 30 分～午後４時 42 分

２ 開催場所 浦安市役所 災害対策本部室

３ 出 席 者

本部長：市長

副本部長：副市長

本部員：危機管理監、教育長、消防長、総務部長、企画部長、財務部長、

市民経済部長、福祉部長、健康こども部長、環境部長、都市政策部長、

都市整備部長、消防長、教育総務部長、生涯学習部長、会計管理者、

議会事務局長、監査委員事務局長、市川健康福祉センター長（市川保健所）

（事務局）

健康こども部

４ 議 題

（１）市川健康福祉センター（市川保健所）より

（２）新型コロナウイルスの影響によるイベントの中止・延期について

（３）各部からの報告について

５ 議題の概要

（１）市川健康福祉センター（市川保健所）より

（２）４月中旬までのイベントの中止・延期について決定

（３）経済対策や学校の再開について報告。

６ 会議経過

（１）市川健康福祉センター長（市川保健所）が出席し、現状等を説明

センター長：「新型コロナウイルス（COVID-19）についての情報提供」について

説明

本部長：まん延期に備えた医療体制整備という話があり受診先を見つけられな

いということで、医療崩壊的なものが管内で始まってきているという

状況を聞く。



センター長：まだ楽観は全然できないと考える。

本部長：これから学校や公民館などの施設について検討するのだが、もう少し

状況を見たほうがよいか。

市民からよく聞かれるのは、市川市に隣接している浦安は大丈夫かと

いうこと。感染者のもう少し詳細な情報が今後出てくるのか。

センター長：そこまでは出せないのではないかと思う。学校とか公的機関の職

員がなった場合は、ピンポイントで出される可能性はあるのでは

ないかと思う。

本部長：最初に戻るが、まん延期に備えた医療体制整備ということで、この後

まん延するのか。

センター長：それは全くわからない。まだ目指すところは封じ込めである。こ

れははっきりしている。しかし千葉県で一番それに備えなければ

ならないのは、ここであることは確かであると思っている。

（２）新型コロナウイルスの影響によるイベントの中止・延期について

本部長：４月 15 日までは原則中止または延期でよい。また大きいイベントにつ

いては４月 30 日まで中止でよいが、できそうなものは４月 16 日から

再開も考えていただきたい。

本部長：再開にあたっての基本的な考え方は、政府の専門家会議の３つの条件

を踏まえて検討すること。

（３）各部からの報告

本部員：京成バスについては、15 日までだったものが今月末まで、高速バスに

ついては、TDR を通過で運行していたものが全面的に運休となった。

本部員：本日から経済対策第２弾を実施している。経営安定化資金という 1,500

万、５年間の返済期間で借入できる制度であったが、今日から返済の

据置期間を２年間とし、最大７年以内に延長している。

本部員：高齢者向けの介護予防体操を J:COM で３月 21 日から期間を設けて、最

終的には４月 10 日まで放送する。

本部員：小・中学校の卒業式は、何事もなく終了した。

副本部長：今後、国が会見することがあれば、３連休に召集する場合があるた

め、自宅待機をお願いする。

本部長：学校は通常どおりの再開でよいか。

本部員：４月７日から再開希望。幼稚園も同じでよいか。



本部員：はい。

７ 決定事項

4月 15 日までのイベントについは、原則中止または延期


